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II．　Arzawa諸屡1について（つづき）

　本誌第7弩に掲載せられたこの論文の初輩においては，Gurney，　GarSta，n9罰氏の所

説のうち，

　　1）　Arzawu，　＝T．　Lydia，　Apasa：＝．TEphesus

　　2）　Ah｝｝iyawa＝Achaioiの緯i1），　etc．

　　3）　Lul〈ka，＝＝　1．ycia，　Dalawa＝T．3116s，　1”lincluwa　＝Can（lyba2），　etc．

の比定を一先ず承認し，この三項を階下的前提として，Hat七i掴の首都難at七usより

Arzawa岡に向う道筋，特にMursilis誕が，　A．国を鉦下したときの進軍路について

私見を述べた。ひき続いて木稿では，Arzawa諸邦，すなわち，　Murs．　Xが岡騨を平

定したのち，これを分割して授封したArzawa本扇とA’1：ira－K：uvLraliyaのll墓1，　Seha

川圏，ElaPalla園のうちの後の三照について，　G．，　G．爾氏乃至C．氏の見解を検討し

てみたいQ

　a，）Mira・KUwaliya国について

　条約等の3之得においてKuwaliya国の名がほとんど常にMira園と併勧億れて兇え

ることは，GGG　P．89に指摘されている遜りであるから，ここでもこの騰照は一撫し

て考察することにする。Kuwaliya圏は，　Mira，園に接壌し，これに附帯的な位置を占

める比較的狭小な圏であったものであろう。

　熈みにここで旧い添えておくならば，このほか，KUwali翼七ta山，　KU臓lapassaの

地名が兇出だされ，一方Luwi語（以下IUW・と略）にkUWali一なる動詞語幹があると

いう3）。あるいは，idg・＊V／E？veg一‘廻る，　「匿話する’：skr．　o砂α揮，　hom。勿6λoμαζ，

κ6κλoく，lat．colo，　etc．と結び付く｝｝薪根を含むものかも知れない4）。きて，　Gumey　らは

KuwalapassaをcL　Colba，saに比定し，　CorneliusはKuwaliyaの名をCelaenaeに引

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一ll一
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き当てようとするが5），音論の観点からするかぎりは，heth・，1uw・．Kt・t・wa．1一：cl・Col一

と対応せしめる方が難がないであろう。　κ・λ6κ・ル6α　‘かぼちゃ’，　κ・入・σσ6《‘1臥像’，

K・λ・σσα～，K・λ・（e　（・6　vG）などの背後には，　luw・kuwal（i）一がカ〉くれているのかも知れないQ

　余談にわたったが，Mira縄の位羅を考えてみることこそ先決浅野である。　Mnrsilis　l｛

がMira－Kuw甜y託し園の1〈npanta，一lnnt・mra．s王に対して結んだ条約7）から得られる地理

上のdataは：

　i）　かつて同国のMaShullU、VaS　l：Tlが，玉｛attl園の空権の｝ドに属するPitaSSa地方

を煽動して，Hat七i園の辺境を騒がせたことがあること，

　ii）AstE’Lrpa川とSiyan七a川とが，　M。　一K　ll工llとHat七ii｝1ミ［との境界をなすこと，

　iii）　Auraが両国1の隠i境線からあまり遠くなく，しかも警固は1，’lai；ti掴の乃’に薙議し

ていること，

の三点に要約することができる8）。

　まずその玉）から考えるならば，M．一K．園は，｝1a癒国から児てその領内のP呈taSSa

隔のすぐ外側にあったとするのが臼然であろう。従って，Pit・爆の位置について予じ

め精確な概念を得ておくこ．とが必要である。ここでは，この即題について詳細に立ち入

ることを控えるが，GGG　p．74に従えば，繭畷はいわゆる「下の瀾1：〈a，ttera，　Uclne－1，

すなわち，団塊湖（tk．　Tuz　G61＝cl．　Tatta　Laα…s）をめぐる高原中央部｝護雪寄りの大盆地

の，その茜四境の一一区醐　　一切1精密1こは，Sulta．n　Da垂山脈の東北禰に季黄たわる出麓

丘陵地’foot－hiilsとAxylon‘無本’の野の薦蕪地とがこの繭に宛てられている。　お

よその児当については，筆：者もこの比定については異議がないが，私見によれば，

Pit・園の境域は，今少し西に寄せ，かつ一・　一一h＞・maい地域を含んだとするのがよいのでは

ないかとtiSg」”える。

　その理由はまず，PitaS陥の名そのものにある。そもそもPltaS訟は，源の綴りに

従えばpi－i－ta－a，g－ga，　pi－e－da一醸一甑のように書かれ，むしろ：Pedassaと褒わす方が勝1

音に即した表門法と考えられる9’）。そこでLarocheとともに，　Pi嵐：as＄a濠たはPe（：lassa，

は，現実のどの驚δασ・gに当るかは一応畷の聞題として，ともかく地瓢そのものとし

ては，gr・職δασ・gの原形に他ならないと至ることができよう1m。さて，こα）名の地名

は，11iaSに二つ一一TroiaのH．（z　2i，35，　tl・87）とM：essenia，の買．（1　152，294）一一一・・

が指摘されるほか，Strabo（xHL　1．59＝§611）によれば，　carlaに嚢4δασ・αとHがδασ・り

のあったことが知られるが，かようにいくつものfi・の荏したことから考えて，この地

名は，侮か地形に関するa・pellativiunに趨1鐸｝！を持つものではないかとの推定が許され
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よう。それでは，rIがασ・一くluw．　pedassaとして，このluw・（またはheth・’ti））の名

詞または形容講は，いかなる意味をもっていたであろうか。Trolaのll．は，　z　35で

は砺δασoりα～πε吻り，Φ87では’1’1・α～吻εσσαりと，いずれも‘そば立てる，の意昧のepi一

七hekonが添えられている。思うにTrQlaの1’［．は，　Sぬ、ioeisのぎ【日電の切り立った断

巌に臨んでいたのであろう。Messeniaのft．は，後代にはそのsU二Llsが不明になった

ようであるが，1）ausallias（IV．34．4；35．1）わよびS七rabo（VIH．4．3＝＝§359；4．5＝§

360）から，MethoneとCOroneのいずれか一方を］’f，に，他をA汝ε‘α‘そば立つql∫
　　やぼニしご
邑），山組の地’に比定する説のあったことが知られる。A1πε・αは，　Iliasの伺じ行で

1’1．と並び称せられている都邑であるが，Mcthone，　Cor◎neのいずれにしても，それを

A1πε‘αに擬する説のあった以上，料地とも海岸の断燃上にあることと思われる。　しか

りとすれば，爾地のいずれが’t”1．に宛てられるにしても，とにかくIT．は，海岸の絶壁

上の甫邑であったものと綜論ずることができる。以．ヒのような傑かな材料に逆｝1｝ついて，

lUW．　PGdasSa．＞gr．　ITijδcta・一の意昧を測ることの薦険はいうまでもないが，　IUW・の形

容1調pedassi－12）1こ，もともと‘そば立てる，険隈なる’のような惹味があり，名詞とし

て転用せられて，そのような地形の土地を指す名となったrl∫能牲もなくはなかろう。か

ような推定が許されるならば，Pe（lassa．閣は，　Sultan　Da重の山凄烈丘陵などではなく，

この由脈そのもσ）を含み，七k・13e跨ehir　GC｝1　＝＝　cl．　Coralis　Paius，もk．　Egridir　Gbl簿

の：大小の湖水を，1占1制する，Tauru＄山脈西端密ilの山岳地帯，換陣すれば，　Pisidiaを主

として，その西面・北面をも含む一一帯に｝附する方がむしろ妥当ではあるまいか。この

比定に従うならば，P・園は一層長大な境界線でM・一K・図に接埋望することになるという

点でも，Gurneyらの見方に勝ると思われるが，　この点については後述する所があろ

う。

　ともあれ，M，一K■コlliは，上述の1／）eda，ssa圭感方の瀕但珪にあったとするのがもっとも自

然であろう。

　つぎに第ii）点に関していうならば，　GGGでは，　SallapaコcL　Pess｛nus，　tk．　Sivri

l”1　isar；Au職課Amo董’ionとおいた結果，　Ast鍵P託し　J［1　・＝一，　cl．　CaystCri3），　tk・Aka，r　gay

とせざるを得なくなった。この前提に立って，’M’．一K．照と激しtti麟との境界を考える

ならば，Astarl）a川とともに，すなわち詞川に連接して，この野幌線をなすSiyanta

川14）としては，GGG　P．91のとわり，源頭においてほぼCayster川とイ：1二｝続く所のcl．

Senarus　Fl．　・・tk．　Y）a．llELz　Suをこれに当てはめるほかあるまいが，筆者の兇方に立っ

て，西方Arzawa方颪への前進棊地SallaPaのsitusとして，　cl．　Acroem肇s購tk．

　　　　　　　　　　　　　　　　　一13一
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Afyon　Karahisarを択ぶならば，　Auraは，これより西南方のいずこかに求められね

ばならず15），Astarpa川に対しては，　Lycus川またはCapτus川を宛てたことも前稿

の通りである10）。鎌三者としては，以上の箭提のもとにSiyanta川に当る河川を探さね

ばならない。

　きてC鍾rUSは，　Laodiceiaの辺りでLycus　FL＝娠．90畑｛Stlに流れ込み

（Stτabo，　XIV．8．15＝§578），やがてそのLycus川も程なくMaeanderの本流に投ず

るのであるから，As七arpa川に接続してM．一K．園の園境をなづ一Siyanta川には，一一一一k

応はMaeander本流を考えることもできるが，　M・川下流は，その三三こそ三1三にArzawa

本蘭の境域にほかならないのであるから，Lyc疑s川との合流点より不流のM・川が，

M・一K国とH・■tti閣との麟境をなすと晃るのは適嵐でなかろう。それでは合流点より

上流のM・川をこの國境に宛ててはどうかというのに，それでは，L．絹とM・川上流

とのつくる線より西に横たわるべきM・一K・国は，この両川の線によってHatti照の領

土を，・たとえその一一部をにもせよ，馬蹄状に包醐する形勢を示すことになり，これも濠

た二二には受け取り難い三三をなすものといわねばなるまい。

　そこで礪って，GGGにわける試うみと岡三に，　C．川またはし．川の水源の方で，ほ

ぼこれと連接するような河川はないものかどうかを質ねてみる。雌しく条件に適するの

は，Calbis　Fl．すなわち今のDalaman　Suである。決定的な論拠ではありえないが，

siya．nta川講Calbis　F1，とおくことの一傍証たりうるかとも解せられる一・つの地名があ

る。すなわち，PhrygiaとCariaとの境にあったとされるSind託しの市である。その

三三については，Strabo（XH．7．2＝＝§570；XIII．4．14＝＝§630）によっても明確な1言認載

がなく，従ってこの甫がCalbis頬の畷三にあったことを断ずる根拠はないが，およその

位『隠は，　この川の中流以上の流域にあったと推定することができる上に，Calbi＄川が

Taurus山脈の西の起端をなす険阻な山塊の聞を貫流していることを考えれば，霧典期

のSinda市が，　Calbis川上流の狭い舞｝谷中におかれた都畿であったとの推定は，おそ

らく余り当をはずれた臆測ではあるまいかと思われる。かくして，cL　SInclaの名は，

さらに古代のSiyantaの名に発しており，かつまたSiyanta＞Sindaの都葡名は，こ

の市の傍を流れるSiy翫nta川と共通の起む葺1をもつ璽∬能性があろうと推測することもで

きよう17）。

　なおSiyan肱川鷲Calbis　F玉．とするならば，これに接続して照境線をなすAstai“pa

川としては，Caprus川よりもLycus／llを択ぶ方がつながり方に難がない。かくして

ここ．にi至って，Astarpa川コLycus　Fl．として，我々の比定を一腰明確ならしめるこ
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とができる。

　最後に第iii）点について考察を試うみ，あわせてこの機に前稿に論じたAuraの食凱

覆18）に多少の修正を加えることにする。条約の§9　騒境線の諸目標を記した条項一

一に，「しかしながら汝←M・・K・圏王）は，越えてAura市には入るべからず」との文

薪が兇える19）。もとより「四境を越えてA・市に入って来てはならぬ」という意味であ

って，この：文需からは，A．市が，　M．一K．困より，Ast．川鷺LycusとSiy．川＝・Ca・ll）is

とのつくる国境を越えて程遠からぬ所，あるいはむしろ両川のいずれか一方の策岸その

ものにあったことを推定するのが慨然であろう。Murs・1のArzawa毎討に際し，

Au撒市はその進軍の通：筋1こ漁っていて，　M．一1（．麟の先代の王Mashuiluwasカ∫Murs．

韮を岡市まで迎えに1＝1：Eたことを想起すれば，A．市は，両川のうちでは，　Ast．川・・Lycus

の右岸にイ旨したものと考えるのがよかろう2e）。

　きらに付霞すれば，同じ§9に「Ast．川（の方響）では，　K：uwaliya礁をもって汝

の（賑iの）畷境とする」の一旬があるので，K．羅と称するのは，　As捻rpa；Lycus川

の覆ぐ爾岸に当る地域を辮すものと理解され，それではMim圏は，　Slyan捻瓢Calbis

川の西岸に当ることが推量きれる。かように考えれば，K・欄は，　M．肛liに比して可成

り狭小であり，K。濁の名がいつも付随的に言われている禦実にもよく適合する2め。

　なお上述したPitassa地方については，その西境が，　Siyanta　ua　Calbis　F玉．の」＝硫

にまで及んでいたものと晃るならば，P・地方は，　M・一K．鵬と岡川上流の線で境を接す

ることになり，P・地方の名がしばしばMira関乃至Siy・川との関連において欝及せ

られる事実も充分な説明を得ることになる22）。

　かくして，西方はどの辺にまで及ぶかが明らかでないが，ともかくM・一K・圏の境域

としては，cl・Lycus　＝＝　ek・goruk　Su，　cl・Calbis　＝＝　tl〈・Dalama1烹Suの三河の線より

西，従って三河の西岸にわだかまるCadmUS　f．［醜の南と北の地域を宛てることがで

き，かつ，さらに詳しくは，Lycus西岸をK圏に，　c■・　lbis西岸をM・霧1に比定する

ことができた。Calbis西摩すなわちCadmUS山の南方は，南はどの辺までがM．圏

の領域であっtであろうか。Dalawa　＝＝　Tlos，　Hinduw－c　＝：Candyba，　Arinna篇lyk。

Arima，　cL　Xa・nthus等の，閥有のLyciaの諸都市のみならず，なお西方のIya，landa

鷲Alinda，　Waliwanda驚Alab鋤da等のCariaの諸市も，Lukka地方の内に含まれて

いるのであるから，Calbis倒下流の沿岸地方は，　Lukkxc圃に属するとせねばならず，

従ってMira礁の領域は，精々Call）is川中流あナこりまでとせねばなるまい。
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　ヒッタイト纏i災愛出頚1考（1［）

　　b）　Si：yaRta川国，　Zippas掘山園について

　その後Murs．　llの孫Urhi－Tesup王（ca．1282－75）の頃を最後としてMira園の名

が記録に現われなくなり，　おそらくはKuwaiiya圏を除く闘有のMira【郵　　すなわ

ちSiyantE川＝：：Calbis　Fl・の西岸の隣　　が，改めてSiyanta川隔またはZipPasla

山圏の名のもとに，U．・T．王の従弟に当るTuthaliyas　W（ca．1250－20）から桑雄瓢ad－

duwa撫Sに授けられるに至ったと晃える経緯は，ほぼGGG　PP．90－9！の所説に従っ

てよいが，Gurncyらが，　M：．一K・照とSiyan　i；a月1照羅ZipP乳s城山霞1とをまったく相

等しいものと解しているのには異議なきを轡ず，　私見によれば，　談ず，　Ktlwa！iya鯵1

すなわちLycus川西岸は，　Madduwa七もasの所領より除かるべきであろうし，濠た

Siy銭nta川緻ま，およそはMira隙こ等しいにしても，名を改めて呼ばれる以上は，

やはりそれだけの理由があったのであって，すなわち，新に名付けられたSiy・一三は，

もとのMira測を禽みながら，　これよりも広い境域を指し，　この川に沿ってその河口

に至るまでの薪鮒曇一・帯を呼んだものと見るのがよいと考える。

　さてSiyanta川園凱Zippasla山B勲こついて論ずるための史料は，1｛：号しくMadduwat－

tas文書23）にほかならないが，　Siy・川［甥の境域として，　Siy・川置。～、1bis　Fしの西摩地

方を考えるならば，この境域は，岡文書の記述する所に対して菰ことによく適舎するこ

とが見出だされる。以下岡文韓：に即して，この点の検証を試うみよう。

　まず，Madduwattasは，　Ahhiyaの人Attai“i＄siyasσA批ariζ首iy譜LU胤照Fa馳iya

　　KUB　XIv　l　I！）に所領を逐われて，1“latti町方のもとに身を寄せ，悶王から，文

磐の始めにはZippasla由国（115　et　sqq．）と称せられ，交欝の後歩（II　ll　et　sqq．）

ではSiyanta川園と呼ばれている国を封土として授けられたのであった。　A廊頃ssiyas

がA七rCuSに当る名かどうかは今は論じないが24＞，　Madduwattas臼身は，侮民族に属す

るのであろうか。Croesusの父Alyattes，橿父Sadyattcsの名との後半部の類翻が辮

摘されている一方，IUW・風の地名MaddU覗aS肌と共通の語幹を憎んでいることも否

定できない25）。詳しくは別の機会に譲り，結論のみを誕せば，ヒッタイト史の末期を飾

るこの好雄は，やはりLuwi族のコヒ分の繊であったように思われる。　Attarissiyasに

奮われたもとの所領がどこであったかは，文欝に記載がないが，ともあれ，Gurneyら

の説くように，Ahhiya（xva，）国がMyCCnaC　lこ根拠をおくAchaca人の園であるなら

ば26），そのAhhiya，人の一人から国を逐われたLuwi人にHa℃七iの王の授封ずる領

函は，やはり半島西辺の沿岸地帯のいずこかと兇るのがもっとも禽然なのではあるまい

か。GGGのM．一K．臨i罵ZipPasla山顯瓢Siyanta川閣27）が，　cL　Sena．rus／ll＝・tk．　Bal職z
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒッタイト1墜．史ナ画理湾上（li）

Su，　cL　Dindymus由瓢t1｛・M：urad　Da島cl・Cayster川．．tk・Akar　gayをつなぐ

線より南方の由濡地一すなわち筆者のPi七assa蟹に当る地方28）一1こ比定せられて

いるのは，侮としても内陸に過ぎるように思われる。

　さてSiy・川隔の瑚名Zippasla由隣の，そのZipPasla29）山には，　Cl㌃dmus山塊また

はその主峯を宛てるのが遡当であることは欝うまでもあるまい。Mad（L文書の§4（1

16－17）に，「汝Madd・は，兵を率いてZipp・山園に在住すべし，　Zipp・山匡；に背を1旬

けわくべし」との句が謡えるが，この引用文の後半は，ZiPP・LLド伽dmuS山塊を背

揃に負うて，醐山の階面乃至西南禰に£守備の軍を配し，西南方爾よりするArzawa騒

またはAhhiyawa懇1の轡威に対して，防磁の第一線を受け持つ義務を示したものと読

むことができる。かくして，§5（王23）の藁add・がこれに答えた「余は，この睡i々の

衛戌兵かつ哨戒兵臆auriyalaい咲玉§ki導k乏しtalla蕊aたるべし」という欝葉も，溺らかに

読み下すことができよう。

　なわ，始めの引用文に引き続き（117）7別の機会にMadd．は窪た「Hariya七i　ijl国

に住むべし」と命ぜられたことがある旨が記されているが，Hariy就i由というのも，

CadmUS山塊中の一・峯であって，同じZip｝）・山掴の中で居城を移すことを命ぜられた

ことがあるのであろう。

　：交書の§6に至って，この当時のArzawa領主KUpa玉玉七a－lnnara＄30＞を剛票とする

1”la．tti王、とMadd．との攻守岡盟の趣殿が述べられ，かくしてここに，　Zipp・山樵iに

Madd．を授熟した狙いの一つは，特にArzawa本圏の動きを牽制するにあったことが

知られる。しかしながらM乱dd・は，やがて1’latti王の指令によらずして，ほしいま

まにArzawa園と事を構えようとし，しかもかえって1〈UP・痛n・王の先奪1七夕を受け

て，戦破れ，身をもって逃れるという窮境に落ちた（§§8－9）。このときMadd・の一・族

がArza．w’a軍の進撃を・避けて逃げ込んだ塾｝由N鵠pirunaというのも，　CadmUS山中

の要害険限の地であろう。この語はいかにも普通名詞には違いないが，あるいはその名

をもって指せば，明らかにどこを示しているかが諒解せられる特定の山塞を浴している

のかも知れない。ところでここに篭ったM乏認d・の一族は，やがてArzawa軍に捕え

られたが，間もなく出動し来ったHattiの将軍の率いる軍勢の力で，　Sallawass1にお

いて救い戻されることができた（§10，154－55）。　Sallawassiは，上紀の岩山からAr－

zawaの首都に至る匿1の池田であろうが，それ以上の詳細は，知ることができない。

　次に（Mad（1．§12），　Mad（1．は，例のAhhiya人Att■・　rissiyasの攻撃を受け，また

してもHa℃tiの将Kisnapilisの救援のおかげで辛うじてこれを撃退することができ
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　ヒッタイト1鰹史士紅理考（］f）

た。かようにAhhiyaの海上からの攻撃にさらきれていた所をもって慣れば，どうし

てもMadd・の所領は，エPtゲ海に嚥んだ地方，少なくとも海からはあまり遠くない地

方でなければならず，GurneyらのSiyanta川Mi＝ZipPasla由li畷に擬するPisidiaとそ

の北方とを憎む由地は，あまりにも内陸奥地に偏り過ぎていると醤わぎるを得ない。

　かくしていよいよ話はL殉qaをめぐる紛争の段に入る（Ma（lcl・§13・et　sqq．）。　LUq（la

＝Lyciaの一甫Dalawa　＝＝　T10SにHat宅iの主権を脱しようとする動きがあり，Madd．

は，この機運に乗じて，裏面ではDa／，awa　asと気脈を遜じながら，裏はHattiヨ三への

忠誠を装うて，Da玉awaの動きをHatti側に報じ，喬葉巧みに将軍1〈isnapilisを

Hinduwa＝Candybaの攻撃におびき出しておき，一方Da／awaの軍をi二｛轟動せしめて，

将軍Kisn．の退路を断ち，かくしてこの将軍を戦死せしめると共に，　Dalawa甫を露

量薬篭中のものとなすというご亟の成果を，しかも臼らはほとんど刃に｛虹ぬらずして，

手・におさめた。

　ところで，Kisnapilisの敗死について，これに至る経過をいま少し詳し・くいうなら

ば，Madd・はK：isn・に，　L閃qa方面に叛乱の兆があることを通報し，自らはDalawa

・・一・　”

ulosの鎮圧に出動するから，1〈isn．はHi三｝dUwa瓢Cal浬dy撫の攻撃に当たられたい

との作戦を提案したのであった（Madd・§13，166－67）。かような提案が線て，しかも

Kisn・がこれに遅疑なく応じたことから当然考えられることは，　Ma（1d・とKi＄a、と

が，TlosとCandybaに関してほぼ対称の位置に駐していたことである。今Gurney

らの観点に立って，Madd．の所領をPisidiaおよびその北野’の由岳地とし，その屠城

を　Zippasla山＝Dindyユnusの南麓辺りとした場合，　この点について，　Ma（ld．　と

KiSn・との位置関係は，どのようなことになるか。　Kisn・の駐屯地をSallapa課Pe＄s圭nus

とすれば，DinclyniuS山とPessinusとからLyciaまでは，蔽線距離にしてもそれぞ

れ約3501（mおよび約400kmを数え，第一に重畳たる山播地を越えて踵離が遠帰懸ぎる

上に，これでは東京と宇都宮とにいる司馬が，祭・大阪の蹴を鎮圧するについて，予じ

め作戦目標の分担を協定するようなもので，何としても奇異の感じを免れることができ

ない。さらに，続く§14（エ69）に，「しかるにMadd・は全くDalawaへ1＝i＝押しなかっ

た」とあるが，Mad（しがDindymus山麓の居城から全く軍を動かすことなくしてKisn．

にその事実を隠蔽し，Kis1烹・ひとりをCanclybaへ1：i二働せしめるようなことが果して埋

門であったかどうか，この点はほとんど不可解というほかない。　また仮に　K：isn．が

Gumey　らのPi七assa国すなわちSultan　Dagの策側の丘陵地から出動したものと

しても，事情はほぼ岡様であり，Madd．文書の記述する箏実に明快な説明を与えること
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒッタイト捲馬蝿／臨理解（藁）

はできないQこれに反して，筆者のように，Madd・は，　Siyallta川＝・一・　Call）　i’　s　Fl．の西，

CadmUS山の南方にあったとし，一方KiSn．については，この将軍がPi捻ss乏判i瀬講

Pisidia地方を預っていたものとすれば，爾蓄は，ほぼ150　kmの距離から　　魍境を

棊準にとるならば，6～70kmの踵離をおいて一一Tlosと　Candybaの両市を相物む

ような位遣関係にあったことになり，文誰に書己載された諸点は，誰人の眼にも無理のな

い門下を得ることになろう。

　Kis1・api玉isをCa1｝dyL）aの戦に討死せしめてからのちのMadduwa毛tasの作戦行動は，

鮮やかな快調をもって蒲々と一手一手が進められて行く。思うに，先にAttarissiyas

の攻撃を受けたとき，これが撃退のためにMadd，がその救援を仰いだKisn．は，お

そらく戦の駆引きに長じた智勇の将で，Madd．にとっては陽の上の瘤ともいうべき厄

介な存在であったのではあるまいか。・

　ともあれ，Ma（id．は，次の手として，政略結婚の策によって，かつての敵Arzawa

園のKUPantεt－liinar．isと手を結び（Madd．§§15　et　sqq．），しかるのち翫P乏ma圏に

その触1：手を差し延べ（§§22－23），ついでLuqqaの諸市Zumanti，　Wa11とLrim王nとし（　・　Elyl－

larima），　lya・lan’ti　（　＝Alinda），　Zuniarri，　iTYI’uta，mutassa，　Attarinama，　Suruta，　｝liurstt一

玉蔵assaをi奪って，己が掌中に収めた（§24）。かくして遂にPitassa騒を煽動して，こ

の地方をも叛’乱の渦1二1二；に巻き込み（§27），その他数々の背億行為を重ねるに至って，

Kattiの王からは，改ためて再訂閥の下下が寄せられて，　Hapalla機の返還を要求せら

れた（§28）。このとき，Madd．は，この詰問状に対して何と答えたか，1ヨく∫Hapalla

臨ま，いかにも本来がHatti雛1の所1爵であるが，　Iyalanti，　Zumarri，　Wallarimma

は，陶分が刀にかけて切り取った所である」と　（§28，H57一一58）。その他文書の末尾に

至って，　K三trkisa　掴の名31）と，　および一般にCyprus島に当ると認められている

Alasiya掴の名鋤と力移己えるが（§35），この部分は原文書の欠損が多く，脈絡が明らか

でない。文省の最後には，「Madduwa毛t乏しsの不法行為Wtxstu1の（記録）の第一t枚1ヨ」

なる奥雷があり，従って原文｛撫ま，少くとも二．枚以上にわたったことが知られるが，第

二二三以下は失なわれて，上に記した以上のことは知る【：主捲ない。

　さて，Nindaヨyalallti，　Tlos・＝Dalawa，　etc．は，いずれもLycia，　C“ria方面の

都市であるが，Zippasla山霞唇Siyal玉ta川国を，策者のように，　Siy．川＝　Calbis　lil。

の西撮に比定するならば，Madd。が始めにその勢力下に収めたDalawaは，彼の所領

のSiy．月睡1からは東，すなわち園有のLyciaにあり，Arzawa園のK：up乏mta－lnllaras

との提盟の後に奮い取ったlyalantiは，　Siy．川園から見て断北の方向に当り，丁度
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　ヒッタイト1維史，ま血1哩考（輩）

ArzaWaとSiy．　li睡iとの閥の位灘を占めることになる。

　ここで改めて，Madduwatt㈱の勢力拡張の跡を顧みてみると，　i）　まずDalawa　＝＝

TlOsにおける叛乱の機運を巧みに利用して，　Madd．の野心にとっては，もっとも煩ら

わしい存在であった西南方面の探題IfZisnapilisを除くことに成功するとともに，園境

Siy．川：・：　Calbisを：藥に渡って，　X鋤毛hus川辺のTlosを味方に付け，　ii）醸って，

西北の　Arzawa本細との闘に友好関係を打ち立てて，後顧の憂を絶ってのち，　iii）

Cltlbis中流の東lfl斑に当るH乙しpa1｝a掴篇Cぬalis地方　　この比定については後述する

　　を取り，iv）次には，　ArzaWa本訴との閥に横たわるLu（1（laの諸市　　Iyalctnta

謙A・1inda，　etc．・　を奪い，かようにしてCari［1を中心とする半島の醐南都の一一｝｝｛1；に

面己の地歩を確立したのち，v）　暮att呈の本旧観旨湿して，東北のPed篇sa罵Pisi（1iεt

の由岳地帯に叛乱の火の手を煽り，騒擾を趨さしめるに至ったというように，その経過

を跡付けることができる。すなわち，筆者に従って，漁dd．の授けられた領烹をCa11）is

川の西に比定するときは，KiSnapilisの討死から後のMad（1．の作戦の一一手一手は，

幽召の根拠地を中心におきつつ，全体的な計画性と計算の上に立った秩序とをもって着

々と進められたものとして，明快：な像を結ぶように描き出すことができるが，Gurney

らに従って，Mεしdd．の所領をP1sidiaとその北方の由旧地と兇るかぎり，M組d．の醜

におけるこの野心家の作戦行動は，脈絡を欠き，その疇々の偶然に記紀された場童り的

なものとしか解釈の法がない。

　以上，Madd。交轡を主たる拠り所として，　Atladcluxvattasの授けられた1弼頂Z玉王）plぶξ忍

同点篇Siyεm捻脚高；は，　i）　ほぼMira　i三嵐に等しいが，岡園よりも広い境域を含み，

ii）　SiyELI’lta川・＝　CELlbis　Fl．の西岸，　ZiPPasla　Ek　＝＝Cadmus山の南方の，海に至る

までの地を指すと考えるのが適当である所以を述べた。次いで，1”laPtLlla緻の境域1こ

ついて考察を試みる。

　　c）ffapa｝la国について

　GGGの記述とは顎を逆にして，　Seha　1継はりも先に1’lapalla圏の位麗と境域を

考察するのは，上に児たように，M：add．文書の1・卜1にこの園の名が現われたからに他な

らない。

　撒Lp．魍については，　Madd．：文書のほか，この畷の王TargasnaiiisとDv’1ttirsilis　II

との閥に結ばれた条糸勺33）があるが，この文雷は，圏境に関する記述の部分が欠損してい

るので，条約そのものは，岡圏の地理を究める資料としては，あまり役に立たない。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒッタイト1縫目ナ臨：口耳堵（1［）

　一方，名称の類似を根拠として，Corneliusは，1－1　a1）．園を古典期のCεLbalisすな

わちCaU）is川中流より東の，　Pisidia南西角に至る地方，すなわち，筆者のPi宅assa

匡；とLUgqa＝：1・ycictとの「隷こ挾まれる地帯に比定しようとするが34），　Gurneyらは，

Hapallaの名とCabalisの名との申し分のない…一致35）にも拘わらず，これをはるか北

方のCuballumすなわちSelrtttrus川とCayster川のつくる線の北儲の地方に比定し

ようとする36）。Hap謝a隔の重齪三1！について諸種の文書が階示する所の箏実は，果して

いずれの比定に軍配を揚げしめるであろうか。

4Q）　まずSuPpiluliunias（ca．1380－40）またはArnuwandas蓑（ca．1340－39）の当

　初一記録（KU玉3　X王X　22）1こ・将軍H…m・tti・を「下躯；K：・七t・・a．Udn・」lu遣わ

して，これを旧地として王護ap乏し11a園を討たしめたとの記事がある。　fi．Aの圏」とは，

いうまでもなく「上の国Sarazzi　Uchnejに対する呼称であって，高懸の地勢の低い部

分，すなわち，旦alys川の大轡曲の西南外側に当り，大回湖Tuz　G61をめぐって，ほ

ぼその東南から西f蒋乃至酉方にかけて2Lll．／tt状に拡がる所の大盆地一一寳典期の地理でいえ

ば，大凡Isauria・Lycと、OniaからPhrygia　Ma91！aに及ぶ方面を指していることは，

すでに広く認められている通りであるが，Gurneyらは，もしHaPa互1a欝Cabalisとす

るならば，「下の園」を基地として琶乏しp．掴を討つためには，由四重獲たる1）isidia地

方を通過せねばならず，この閥においてFurculae　Caudinaeの危険を回す恐れがあり，

従って，「下の窪Uからcabahsを口写にして軍を進めたりする筈はなく，従って

CabalisがHap．顯に当ることはあり得ないというσ　果してかような論謹が絶対的な

妥蟻姓を持し得るであろうか。恩うに，「上の困」「ドの掴」といった呼び方には，あた

かも我が顯において関東と関西を対立せしめて呼ぶに似た趣きがあり，必らずしも厳密

に一義的にどれだけの範闘を指すかの確定した名称ではなく，多少とも融通性とともに

漠然嫉を含んだ睡称であったことも考えられよう。しかりとすれば，「下の関」と雷つ

た場合にも，単に厳密に地勢の低い高原中央部南寄りの大盆地のみには限定せず，もっ

と包括的1こ西南の「下の1丞U方函一己を撫した場・舎もなくはあるまい。かくして，実際

の地形上は低地ではなくても，Pisidia方乱すなわち筆者のPit鵠瞼園に宛てる険阻

な山繍地も，広い意味の「下の国」山鼠曾のうちに含めて名指されていた可能性も充分に

あり得るであろう。旦amユuttisが賢aP．瀾を口振して軍を進め来ったとき，「Lalanda

甫は，将軍到ると聞くや，一戦に及ばずして和を求めた」とあって，不幸にしてα由alis

の方面には，GumeyらがAmol－iumの西方11哩に指摘するLalalldus37）に拮抗しう

るような霞典期の地名を挙げることはできないが，霞典期に類似の地名がないことは，

一21一



　ヒッタイト1諮吏ナ也理考（　1［）

上に引いた文書のLalanda市がこの方面に存しなかったことの確証たり得ないことは

いうまでもない。従って，1”lannuttisは，　H：apalla嵩Cabalis鎮圧のため，「下の1週」

の方へ出陣して，進んでPitassa園＝Pisidiaにまで兵を進め，この報に接して，

Cabalis乃至Pisiclittの某地にあったLalanda市は，干黄を交えるまでもなく，

1”la－nuttisの煎に乱を治め，かくして将軍は，さらに進んで，　Hapalla盟Caba協の五寸

伐に向つたと解することが不珂能ではない。

　20）　Hap．　i玉1については，2欠に，一服silis聾㎜卜年館代記の第4年艮iの記廓に，A「zawa

柾服ののち，Mir乏し国のMashuiluwas，　Seha川困のManapa－Dattasと並んで，

Hapalla園のTargaSnal至isが，　H：atti　I週の大王の磁下のダ彗に加えられたことが語ら

れているが（KBo：1旺4］ll　24－25），早月はこれだけに止まり，鷺ap、麟の位1醗関係につい

て示唆を与える記述は何もない。

　3。）次いでは，Muτs．亙の嗣子“，fuwattaliis（ca．1306－1282）が，　Wilusa隆｛黒

Alaksandusに対して結んだ条約38）に，　Alaksandus，　Piyama－lnnaras，　Kupanta－

InnaraSと並んで，　Urahaztusasの名が見え39），　Piy．一lnn．とKup．一図n．とは，夫々

Arzawra王とMira－KUW乏温yaヨ三とであるから，　UrahattusaSはすなわち，　R堕．園

三ETargas朕Lllisの継嗣者であると魅せられるが，ここからもHをLP．園の地理につい

ては，何らの示峻も得られない。

　40）　MUWattalliSの孫Tuthaliyεしs　Wの世に至って，　國三1三の年代記に　蕪εエp罎a

園の名が見えるが，この年代記は，不完金であって，数欄の破片から僅かにその一斑を

うかがい得るに過ぎない4e）。　蕪ap．蟹の名は，多くの麟名の列挙された間に認められ

る，日く，「×国，×園，Arzawa国，×国，　X鳳Apkuisa　i製，　Seha野晒［，×園，　X

魍，P訂iy之ma，濁，×掴，×国，　HaPa1城閣，×濁，×i週，　Ar三m識園，　Wa媒、rim孤乏L

囮，x圏，×園，　Hattarsa圏」41）。以上のうち，　ApkuisaとKattarsaについては，金

く手がかりがないが，i）Arzawa国は，前提に従い，　GuriieyらおよびCome王iusと

ともに，ほぼLydiaを指すとする。　ii）Arinnaは，　LyciaのA爵11a謹c1．　Xa批ht王s

に，Wとし11arimmaは，　B：yllarinLtLに当ることを認める42）。　iii）1）ariyanaも，（｝umey

らおよびComeliusとともに，　Prieneに当るものとする43）。　iv）最後にSeha川屡

は，後述するように，Hermus川上流を指すものとする44’）。かような4項を前提とし

て考えるならば，これらの諸地名とともに列挙せられて，　しかも　PariyanEL＝Priene

と，Arilma＝Xanthus，　Wallai－imma；Hyllarimaとの閥に挾まってその名の兇出だ

されるH毛しpalla圏は，　Gumeyらの説くように，はるか北方のPhrygia　Parvaの方
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒッタイト封蓬史圭幽還璽者（1；）

面に比定するよりは，酉南方のCabaliSに擬する方が合理的で庄i然であることは，縷

説を要しないであろう。

　5。）最後に，上のb）Siyanta川国の1ヲ〒で引用したIXtladcluwattELS文書§28の，

罪しdd．が｝lattiの1－Ll．三に答えた揖葉が，これまた我々の晃方を支持するべく登場する。

すなわち，Mεtdd．の答えに1ヨく，「難aP乙Llla樵1はいかにも，元来がHatti国に属した

所であるが，IyalEtnti，　Zulnarri，　Wallar2ininaは，自らの刀にかけて切り取った所！

という。我々の三方に従って，1LlaPtしlla＝：Caba，lisとするならば，工yala鵡等の諸甫と

’HaP．国とは，共に半島の西下隅Lycia方面の地であって，　Siy2Ulti川丞1を中1こして，

その瀕と東の地域が対照されているのであるから，上弓のMadd．の答えを臼然に漉み

下すことができるが，Gurneyらのように，　Kap．国をcl．　Dindymus山講tk．　Murad

Da重の北方Phrygia　Parvaの方覆1に擬するのでは，　Luq礒aの諸市とHaPallξし1玉iと

は，江戸と長崎のようにかけ離れてしまい，侮故にMadd．は，難ap．魍の返還を求め

られたとき，Iyalaiiti等の諸甫を引禽に出す要があったものか，金くこの点を理解す

ることができなくなる。

　以上のようにして，いかなる点よりしても，liiapalla園は，　Lycktの北に接し，

M隻ra関乃至z玉PpaskL山騨薫Siyaati川闘力・らは，　Siyant』Calbis川を境1こしてその

西に隣る　Cabalis地方に比定するのがもっとも遍切であると考えられる。最後に，

Seha川瀾の地理を考察して，　Arzawa諸騒の歴史地理を病！lぶことにしよう。

　　d）　Seha川国について

　Mira園がK：x！xvaliya麟と併称せられたように，　Seha川園はAppawiya圏ととも

にその名の挙げられることが多かったことを始めに述べておく45）。

　この国についても，Murs』がこの醐の王Manapa－Dattic　sと結んだ条約46）がある

が，遺憾ながら，｝｛｛apa，　11a園の条約の三舎とi剛蓑，圏境線の詳細については，記述が

欠けているので，やはりこの易合も，岡条約のほか，各種の文書に散見する書及からこ

の園の位置に関するホ唆を拾って行かねばならない。

　まず，大勢として，次のような情況を考慮に入れておくことができよう。Arzawa征

服ののち，Murs．］〔が諸三1三に授封した三圏一一Mira園，　Sehεし川園，　Hapalla園一一

は，Arzawa一層iに強大な王権が復活して，　Hatti圏の脅威をなすような形勢がもし

も生じた場合，かかる脅威の直ちにHa£ti本閣に及ぶことを多少とも緩和し，防止す

る意図のもとに設置せられたものであることは，疑閥の余地がない。ところで，これ
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　ヒッタイト1歴！超ナ也3i欄間（lt）

ら三園のうち，Mira国がH：attusの都よりArzawaへ向う進軍の路線上に当ったこ

とは，M財s．1［のAr撫va遠鉦に際して，；司麟のM∈しshui玉uwas王がAuraまで

H’at’tiの大王を迎えに出たことからも回せられる所であり，またすでに我々の比定にお

いても，この圏には，｝一lat’tiとArzεLwa三園とを結．雲線上にその位置が与えられた。

しからば次に，］rlap．隆iとS．1購【とに対しては，　Arza“ra本四←一M．一K．掴←一

Hatti本圏を結3ぐほぼ東西方向に走る路線のおよそ南北爾翼に議る兇当にその｛立澱を求

めるのがもっとも舎理的であることはいうまでもなかろう。さて今，賃Lp．【醤に対し

て，M。一K．捌からいえば南側に当る位置が比定された以上，　Seha川園に残された位綴

は，ともかくM．一K．国とArzawa本園から見て北の方角をおいては他にあり得ない

ことになるのが漁然であろう。

　二二の要請として，Seha川i：1ミ1と，川0）名をもって呼ばれる以上，そのSeha川その

ものは，かなりの大河でなければならない。GurneyらおよびCQnieliusが，この麟

をArzawa本土より北方1こ求めた所までは．1いが，　Sehtt川そのものに宛てたc1．

C蕊cus諜・tk．　3akir　9好は47），徳としても…関の名称の拠り燐たるべく，あまりに小さ

すぎるように思われる。小アジア西暦の大河といえば，まず第…は，cl．臨Le乏u｝der鵠tk．

］31iy鰍MenderCSに，次いで鏡二は，　cl．撫m｝us諜七k．　Gediz　Nehrに，振を屈すべ

きが当然であろう。

　しかしながら一一一4方，これらの両大河の…ド流撰1域は，すでにArzEtwtt本圏の領域に宛

てられているのであるから，MirモレKUwaliya　l醤のほぼ北に接するという条件を考慮に

入れるならば，Seha川1盤1に擬すべき地f：，一；kとしては，　Maeander上流またはHer三ms

上流の流域以外の地方は考えることができないであろう。

　他方，S．絹欄の位置を決定するべく，：弓田の方から供せられるDa捻の第一・は，先

に引いたAlaksandusの条約の§11（KUB　XX至11175－76）である。この項には，もし

WilusaのAla．1“sanclus　E｝1三において，　S．川麟またはArz．本臨iにおける不穏な動きに

関し，何らかの情報に接することあるときは，かならずこれを｝｛［xtti王圏に通報すべ

き義務のあることが纒われているのであるが，かかる条項を通して鷹ちに推知せられる

ことは，Wilusa捲1がS。川1套iおよびArz．三園に境を接していたことでなければなら

ないQ今仮に，Gurneyらに従って，　Wllustx＝llion，Alalくsandus瓢Alexξm（lrosの比定

を承認し，NVilusa｝劃を小アジアの西北，のちのMysiaの方面に置くならば，　Arzawa

本困と相並んで，Wilusa堪Mysiaのほぼ南面聖に接すべきSeha川圏の領域としては，

Hermus川上流の，　li・1翻iの支流数多によって縦横に灌概せられている水郷地帯Maeo王｝ia
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒッタイト歴史地理考（1［）

方齎を想定するのがもっとも適切であろう。

　文誰そのものから提洪されるDa捻の第二としては，保存される所はわずかに数行

を出でないが，撒しn乏もp乙トDattasの書信の残簡なるKUB　XIX　5を挙げねばならない。

宛名は簡王であったか一一Mursil｛s　l｛カ・，その嗣子Muwattallisか　　も明らかでな

いが，Tawagalawa書信48）に登場するPiya1｝漁ra（lusとAtpasと0）名が見え，おそ

らく，この齋＝信は，　そのAtpasが：LazPct　L巨；を襲ったことを1’lattiの大王にli斥える

ために書かれたものかと察せられる。LaZpa繍1まLesb（）s島に他ならないとするなら

ば49），LesboS島は，　Ma1隈apa－Dattasの所領であったようにも解されるし，少なくと

もこの島は，Seha川麟から去ることあまり遠くはなかったものと考えねばならない。

AtpaSやPly欲n凝adus　a）急襲に脅威を受けるMa猟LP掛D三戯ぞしs三Eの所領Seha　jll

困は，　ともかくエーゲ海からあまり幣iっていた馨はなく，従ってこの鼠は，あるいは

Seha川嵩Hermusσ）川筋に沿うて，かなりの下流まで帯）｝犬に隣へ突下していたものか

も知れない。

　Seha川騰の領域としてほぼ上のような地域を想定するならば，　こ．の隙こついて他の

文話1：の供する所の1編述は，おおむねこれを難なく説明しユミることができる，，

　まず，猛aPalla闘の項に弓1用した丁丁1臓liy鶴Wのffl代記の断片は鋤，その始めに

（KUI3．XXIII　131－4）7　S．川国の叛乱について述べ，これに続いて「AhhiyaWa正は

退ぞいた」ことを告げる（ibi（1．5）。前後のcontextusの充分でないこの断片からは，

このAhhiyaWa王が，　S．川町の翻に立っていたものか，　Hat嫉王の側に味方してい

たものかが明らかでないが5i），ともあれ，エーゲ海から遠くない地域に想定されている

我々のS．川隙こ対して，「Al’ihiyawa　III，1が退ぞいた」という記述はよく遮合している。

　次に，Manapa－Datもasの条約の§4およびACursiRs　lfの年代議ユの第4年鐵の記箏

（K：Bo　lll　49｛　10－23）から，　MursJ［は，　Arzawa都服ののち，この戦においてArz．

魑を支持したINtlanapa－Dat；tasを罰するため，軍をS・川懸の：Mil　Pt［iけようとしたが，

li鎧εは，　Murs．1［に使を送って，宥恕を懇願し，かろうじて許されるを得たこと，か

くしてMurs．は，　S．川懇1討伐を焦めて一まずMirεL園まで引子げ，いよいよ首都へ

向って號旋の途上，As七乏Lrl）a膿Lycus川東1舜乏のAui’：，しでS．川ll≦iの使節を接兇したこ

となどが知られるが，　これらの1認事も，Seha絹圏がArzaWa　i茎1一→Mira騒一ゆ

Hattusの道の北にあったとする想定により，ごく臼然に読解することができる。

　最：後：に，S．川園に付随して挙げられるAppawiyaに関して一如する。　G㌃1rneyらも

Corneliusも，　AppawiytLは，　AbbaitiSに比定しようとする52）。筆者もこの比定に詞
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　ヒッタイト｝埜史∫也ii製．考（ll）

憎したいが，この場合，Hermus回持流のM乏しeon瓶地方は，その東北において臓ちに

Abbaitisと境を接しているのであるから，ここでも，　Gurney，　ComeliuSに従って，

Seha二王瓢Ca了cus流域とした上でApPawiya慧Abbaitisとするよりも，筆下のよう

に，S．　lll鑓H：emlus　FL，　S．川蕪bMaeo1ユia，　APP。嬬Abb．と考える方が，　Seha門門と

AI）pawiya圏とのしばしば併称される事’鷹を説明するのに難が少ないであろう。

　以上を要約して，i）　Seha川はすなわちH：emuls川に他ならないこと；ii）　Seha

川圏の境域は，Mira－KUwaliyεし匡1一…というよりもむしろKuw．魍のMaeander　Jll

対岸よりHe「mus用上流流域に蚤≦り，従っておよそ盲典期のMaeoniaに相漁するこ

と；iii）　APPawiya　i玉iは，この地方の東北に隣接する古典期のAbbaitiS　lこ当ること，

の三．点をもって，Seha川礁iに関連する地．理の考察の結論とすることができる。

　　e）そ　の　他

　最後に，この機会を利して，地名学上の扇実などについて，補足的な雑考二，三件を

付記しておきたい。

　今試みに，例えば，Schachermeyr，　Die三瀧esteu　K：ulturen　Griechenlan（lsの附麟を

開いて53），小アジアにおける一nd一，一SS一を愈む右典期の地名の分布を概観してみよう。

爾者ともに，珪a玉ys川轡曲の酒外フゴ，　S鋤garius川の東側1こ当る地帯，すなわち半島

の北中央部に，一見直ちに淋劃を誘う空白を残して5D，その分布は，半島のほぼ金域

　　凍北はAi－meniiaの山地から南部一帯を経て西北のTroia方面にまで及んでいる

が，就中この種の地名の密集しているのは，半影西南角の一詞階　　Pisidia，　Lycia，

Caria方面であることが認められる。

　かような地名学上の箏実は，何を物諮っているか。

　まず，薗提として筆者は，Laroche氏のOnonaastica研究多年の成果に従い，一一ss一

の形成法は，Ittw．語に属し，一n（レの形成法は，　heth．または1UW．1こ属することを認、

めたい55）。ここで特に注闘さるべきものは，いうまでもなく，luw．のみに特有な接尾

辞一ss一であるi）6）。　iuw．に属する一ss一接辞を含む地名が上のような分布を承す禦契を

説明するおそらく1｝三一の解釈は，i）Luwi族は，　He七h．族に先駆けてαmcasusを越

えてAnatoliaに入ったこと，　ii）背面からするHeth．族の圧迫に促がされて，次第

に西南方向へ移動せざるを得なかったこと，iii）　かくして一まずPisidiaの山塊から

Lycia，　Caria方面にやや安定した定住地を兇出だしたこと，　iv）　しかしながらやがて

この方面を根拠地として，エ・一一ゲ海の島々に進出するとともに，一方では海岸沿いに北
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒッタイト1歴史ナ臨理藩GD

上してTroiaの方向へ向っても植民地をひらいて行ったことというに帰するであろ

う57）。やがてこの方面において，Luwi族は，：Balk乏mを南下し来ったH：ellenesと接

触することになるのである。

　ともあれ，今特に濤沖したいのは，一SS一の地名の分布の深す証拠が，　Luwi族の勢

力の中心または根拠の，元来はCa，ria，，　Lycia，　Pisidia方面にあったことを爆沈して

いる点である。いかにも“’lursilis！iが穣三噂してしまった当時のAτzawaの勢力鵬は，

LydiaのHeτmus川方面にまで及んでいたものかも知れないが，　Luwi族の勢力の本

拠は，MaeandcrまたはCays七erの流域，　E｝）heSus＝：Apasaの都の辺りまでであった

のではないか。かような点から考えても，Luwi勢力を風標とし，これに対処するため

の前進基地Sallapaは，　GGGのようにPessinusとするよりは，　もっとi西南に進め

て，少なくともcl．　AcrQCnus試k。　Afyon　Kaτahisarに擬づ鴨る方が適切なのではない

かと想、われるQ

　これと関連して，前稿（本誌第7号，p．13）に述べた所につき，再i考を加えて，若干の

修正を施しておきたい。Gurneyらによれば，　Pamphyliaには，鉄器時代より前にさ

か上る集落の趾は存しないという（GGG　P．84）。またG6tze，　Kleinasien（1957），　P．

179にも，SilifkeよりMiletuSに至る閥の小アジアの南岸・西南岸には，鉄器時代以

荊の集落趾が全く発見されないことが報ぜられている。かような事実と，luw．語の形

成法による地名がこの方面に察集している類とは，いかにして調和されることができる

のであるか。

　今s七「aboを縮といて，：Lycla，　f）amphy玉iaの章（xlv．3－4　＝＝§§664－667）にiqを通し

てみると，この地帯の諸竃は，その多くが臨海の港市ではなく，海岸線からは幾らか退

いた内陸に建設せられていることが注意せられる。具休的に云えば，Lycia，　Paてnphylia

の章に挙げられた　21の都市のうち，内l！餐都ri了は，　Karmylessus，　Pi1121・1”a，　Letoum，

］thV［yra，，　Limyra，　Phellus，　Antipliellus，　Cliimaera，　Crermessus，　｝’erge，　Syllion，

Aspcndusの12を数えるに対し，沿岸部甫はTelmcssus，　Patara，　Phaselis，　Sidc，　Pto－

lemaisの5に過ぎず鋤，　しかもこのうちSide，　Ptolcma，isのごときは，かなり後代

の植民都市かと思われる。

　一方Pisidiaの章（xlI．7．3＝§570）に次のような記述が晃出だされる：「この地方

の慮然たるや驚嘆すべきものがある，すなわち，Taurus無派の時々の岡に数万（の人

口）を養なうに渥る極めて肥沃な国二L二があり，その幾多の地区に撒概説と見事な葡萄樹

が茂り，ありとあらゆる家畜のために無尽蔵の牧野を供している，しかしてこの鼠を取
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　ヒッタイト｝歴拠ま：曝塑港（1［）

り巻いて（由々には）各種の樹木が森をなしている。」かような翻述を通じてPisidia

の山亭地帯は，一見した所は，山稜峨々たるがe“ときその地勢上の外容にも拘わらず，

案外人聞の生活に適した圭趨理的条件を備えていたのかと察せられる。しかりとすれば，

Luwi族が，まず始めには，一方では天然の要警侍むべく，しかも高燥にして自然の資

源に恵まれたPisidiaの山地に根拠を定め，しかるのちその勢力拡張の途を豊沃な西

方の海岸平野の方向に求めて行ったという想定は，あり叫べきこととして受け容れるこ

とができるのではないか。かようにPisiclia方面がLu“ri族勢力の根源であったとす

れば，Pit抗ssa園濡1）isidiaへ向ってArzawa方簡から度々叛乱を唆のかす働きかけ

が試みられた箏惜も一層よく合点が行くであろう。かくして，L照vi族の移．動の段階を

上のように想定することにより，一ss一地名の分布の密度がPisidla，　Lycia，　Cariaの

方颪に濃い事実と，Pamphylia，　Lyciaの沿耀地帯に鉄器li寺代より一升の集落懸：の見

出だされない事実とは，矛盾なく思立するように解釈を下すことができると考えられる。

かような観点よりして策者は，Pisidiaの山地の丁醐を択び，大規模で組織的な発掘

の鍬が一iヨも彫く揮われんことを期待せずにおれない59）。

む　　す　　び

　上の考察の通りに，Luwi族の根拠地が元来は，　P｛＄i（iiaからLycia，　Cariaの内陸

部の方面にあったとしても，前14世紀に至ってMursili＄Rの征服する所となった頃の

Arzawa勢力の基盤は，　APasa罵£PheSusをrl／：1心としてCariaよりLydiaに至る，

Maeander，　Hermus両隣流域の沃野にあったσ）であろう。Apa，sa，その他この方響の海

港を経てする海上貿易も，ArzaWa国の霞強を至父す上に与って力があったことであろ

う。Caria四部乃至Lycia百翼部が，　F．phesnsに隣する」Xrz；1．11；ra，政権に対してどのよ

うな関係にあったかは俄かに断じ難いが，たとえ割接にArzawa王尋男の統治下にあっ

たのではなくとも，少くとも同じしUwi族としての連帯感があり，親Ar鰍照的な民

族感惜が強かったことであろう。

　さて，ArZawa征服ののち，　Mursilis　l［から授封せられたM童ra・一K：uw乏、1iyξL園，　Seha

川国，：漁palla麟の三勝iの布．置は，筆者の比定に従うならば，1｛a，tti町彫の方から見

て，ご国相．連なって，Arzawa本麟と親ArzaWa的なLUq哩L　d・ycia方1酒了の諸・丁「ぎと

を警み込む態．勢を取っていることになる。すなわち，三子の位｝綴につき，掴々にその比

定を試みた結果，そこに得られたその棄体像が，全休像としても，一つの統一性と一貫

性を艮えた姿を示しているということができよう。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒッタイト歴史地理考（韮）

　かくしてHittite期のArzawa方面の歴史地理につき，主としてGumeyらの構

想を批判しつつ，これにかなり大幅の修正を加えて．）筆者は筆者なりの一，・つの構想を成

すことができたが，繰り返すまでもなく，筆者の構想は，実に多くを　　いなむしろ，

ほとんど総てをGurney　らの多年の研兜に基づく労作に負うているというも過露でな

いことを強調して筆をおく。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1，962，IX，4）（筆者は穴阪yl∫立ブぐ学助教授）

1）1uw．＊Ahhayawa：hcth・Ahhiyawaとして，1uw・の語形を仮定すれば，一・見奇妙な

　Ahhiyawaを説明することができる。詳しくは別の機会に論じてみたい。

2）1“linduwa＝：Cindye　と比定すれば，　語彩の紺応は印し分ないが，　Ciliidyeの位羅は，

　HilldUwaに宛てるためには鷹に編よりすぎている（Strabo，　XIV．2．20・＝＝§657）。

3）　動詞の意昧iはなお不i男一Emm．　Larochc，　Dict．　de　la，1angue｝ou．vite，　P，aris　1959，　s．

　V。

4）　　cf．喫］．！）L‘κ（6り：5λ‘ξ，6入～σσω．

5）　GGG　l）．82；Fr．　Comelius，　R蕪A　62（1958）p．9．

6）　Koλo卯あレは“：！β雛苧こは，κo入あレη，　lat・CO”is，　cellO，　li．t・ん4み～αε‘無’と｛劃じ譲誹製を禽むと

　己される。

7）　K：up－c　nta－lnnara，s－Vertrag　＝＝∫oh・　Friedrich，　Staatsver土r義ge　des｝一la／Jti－Reiches　ill

　heth．　Sprache　王，　Leipzig　1926，　S・　95－179・

8）　GG（｝pp．89－90．

9）　破裂辮の場含，璽子帝のように詞された一kk一；誌t一・（一dd一）；一pp一は，　idg・の無1‡f破

　裂酎一k一；一t一；一p一に，嫌子奮のように記された一k．一，←g一，一Cl一）；一t一，（一d一）；一p一，（一b一）

　は，idg．の奮燦辮一g一，一gh一；一d一，一dh．一；一bh一に：対応している場含が統計的に多い：E．

　H．＄もurtevant，　A　Comparat1ve　Gr．　of　the　I一玉itt．　Lang．1，　Ncw王｛aven　1951，　pp．

　26－7，59－64．

10）　　Emm。　LarOche，　Gedenl〈schri：ft　P・1くrc｛＝sch三ner　II，　、Vien　1957，　P．5，

11）ltユw．一歪し嘉iの瀞；｛㍗が，　heth・に借用されるとき，一a驚aとheth・化されるようである：

　cf．　Larocr｝e，　1）ict・　1（：）uv●　11）王）●　138，　139r

12）cf．　Supra　N．】3，ユ．1）．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13）いうまでもなく，cL　D量ndymuS山＝tlく・Murad　Da9に発してEber　G61に入る内用

　のC．川である。

14）S｛yanti川とも講εかれる，おそらくIUW・Sis，ωnti：heth・5砂α癖αの関係があるのであ

　　　　　　　　　　　　　　　　　．一29一



ヒッタイト1歴史ナ心理茸琴（互）

　　ろう；cf・supra　N．　B．11）．

15）一uraに終る地名については，本誌第7弩の拙稿P．20においていささか触れる所があっ

　　たが，問題はしかく単純ではないように思われるので，いずれ機を改めて詞種の地名を一括

　　して港平してみたい。

16）　フ1～こ三四7男・P．22．

17）　Schachermeyr，　Die　｝’tltesten　Kulturen　Griechenlands，　Stuttgart　1｛55，　p．　242　1〈arte

　　7・においては，Sindaがこの川筋にあったかのように紀入されている。

18）　フ驚誌；第7至事・P．22，

19）　GGG　p．　90．

20）GGG　p．86に従って，　Aura＝Amorionとするならば，この市は，　GGGのAstarpa

　　川扁Caysterを去ること少なくとも170～180　stadia，すなわち優に8璽ほどはあろう。こ

　　れでは，上に引いた条約の三男の慧味を捕捉し難い。

21）　Fr．　Cornelius，　RHA　62　p．9は，　Astarpa漏Maeander　jil，　SiyaRta＝王ndus月【，

　　Kuwaliya＝Celaenacとする。

22）後述するが，M・一K国のMashuiluwasがPi七assa園を使激して，　Hattiに叛かせたこ

　　とがあったほか，Madduwattasも岡地を根拠としてP・調を煽動して，駄をおこきせた，

　　cf．　GGG　pp．　89，　91．

23）K：UB　XIV　1およびA．　G6tze，　Madduw説tas，　Leipzig　1928．

24）Attarimmaの地名が兇1こ雛ごされ，一lmmaは，　luw．において受動分詞をつくる簸彪辞で

　　あるから（Laroche，｝）ict・louv・P・142；Joh．　Friedrich，　Hethitisches　Elementarl）．

　　1，Heidelberg　l960，　p・193），この地名は，　Iuw・語の地撚であろう。　Attarissiyasの名

　　は，この地名と醐じ語幹Attar一を望んでいるから，これもluw．語の人名であろう。しか

　　らば，この人物はLuwi族の系統のAchaea人であろうか。　Mycenae文書（KN　X　1497・

　　py　Sa　774）からも跡。一卯一50（＝hier．　hcth・Muksas菖phoen・Mps＝＝gr・M6ψoのの入

　　名が検繊されており，Achaea人の闘にLuwi族の系統の者が立ち交っていたことは，も

　　はや疑い得ないであろう。

2ro）

26）

27）

28）

29）

30）

　cf．　1”arQche，　Gedenkschr．　1）．　Kr．　II，　p．　5；Dict．　louv．，　s．　v．　7nct．Ktd－dt・t．

　GGG　p．　81．

　GGG　p．　92．

　vide　supra　p．13．

　1司じ語根を禽むと晃える地熱に，Hattusの都に近く　Zippalandaがある。窃典期の

Sipy1US　lまEのSip一も，hcth・またはluw・の同じ語根Zip一に発するものであろう。

　Mira－Kuwaliya鑓】三匠の1〈upanta－lnnarasとは，岡名墨人である。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒッタイト膳登史ま血理考（lr．）

31）GGG　p・108では，　Anatoliaの廼北部，　Troiaのやや南に比定せられる。

32）　「銅と欝鋼をAlasiyaから得た」ことが一交書に記されている　（KBo　IV　1139）。

　　Cyprus島が銅の薩禺によって名高いことは終うを要しないであろう。　cf・etiam　CL

　　Schaeffe1’，　Enkomi－Alasiya　1，　Paris　1952，　pp．　1－10．

33）　Targasnallis－Vertrag＝Friech“ich，　Staatsv．　（les　Hatti－R．　in　heth．　Spr．　1，　pp．

　51－94．

34）　Cornelius，　RI｛A　62　p．　10．

35）Hapall．aの単子膏一p一は，一b一に対応する，　cf。　supra　N．　B．9）。またheth．　Hapall乱

　　に対して，luw・＊Hapa・11i（s）と1呼ばれたと老えることができる，　cf．　supra　NJ3・ll），12），

　　14）．

36）　GGG　p．　100．

37）　GGG　p．　100　；　cf．　ultro　Laroche，　RHA　69，　p．　66　；　Joh．　Sunclwall，　Die　einheimischen

　　Namen　cler　Lykier，　Leipzig　1913，　p．　134．

38）　Alaksandus一　Vertragmu　1？riedrich，　Staa．tsv．　cles　1－latti－R．　in　heth．　E．　pr．　II，　ILeipzig

　　1930，　pp．　42－102．

39）　KUB　XX11葺132－33；GGG　p・102にArzawa王としてManpa－lm〕arasの名が

　　1＝1二1ているのは，明らかにPiyama　一lnnarac　sの誤りである。　Seha月【隔三1三は，　Manapa－

　　Dattasの後をその子Masturisが継承した。

40）　KUB　XXIZI　11，　12，　13，　27，　28；cf．　GGG　pp．　120－123．

41）　KUB　XXI11　11，　3－8．

42）　GGG　p・79；本誌第7母，　P．15・

43）　GGG　P．98　n．。1；Cornelius，　RKA　62，　P．10；Pariyana＝＝Pri．en．eのメ浸初の提囑者

　　は，Em・Forrerであった（K：lio，　XXX，　P・171）。

44）　GGG　PP．96－97では，　Ca至cus月【流域のTeu七hraniaをこの醸1に宛てる。

45）　GGG　p．　93；iEanapa－Dattas－Vertrag，　S　5．

46）　Manapa－Dattas－Vertrag＝＝Frieclrich，　Staatg．　v．　des　1－latti－R．　in　hetli．　Spr．　II，

　　pp．　1一・41．

47）　GGG　pP．96－7；Cornelius，　RHA　62，　P．10．　Gurney，　Corneliusを導いて共にSeha

　　用＝Cafcus　Fしの比定に至らしめた影には，この比定を最初にri設えたForrerの説の示唆が

　働いているのであろう，Em・Forrer・Forschungen・Berlin　1926・P・　88　aPud　Cornel．ius・

　　RHA　62，　p．16　N．　B．　64）．

48）　KUB　IV　31　48，　sqq．；cf．　Ferd．　Sommer，　Dic　Ahhiyawa－Urkunclen，　M’ifnchen

　　1932，　pp．　75　sq．，　113　sqq．；GGG，　pp．　112－3．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一31”



ヒッタイト履i史」癒理老（E）

49）Lazpa＝＝Lesbosの比定は，古くから提嘱され，かつ多くの人の承認を撮ている：cf・

　Sommer，　Ahh，　Urk．，　P．291；Forrer，　MDOG　63，　P．14；GGG　p．96，　etc・さら｝こ傍証

　を加えてみるならば，i）Lesbos島娼身の歴墾廷家および岡島Mityleneの儲主Myrsilus

　の名は，heth．　Mursihsの名を想座せしめ，　ii）岡島のMcthynlnaくM翻｝ymna市の名

　は，luw・＊Maddu／乏mmaにきか上る可能性があろう。この島は，｝．・y（：1ia，　Caria方面から

　エーゲ海に出たLuwi族のもっとも濃密に植民した島の一・つであったのであろう。

50）　v．Supra　p．22　eもN．　B．40）．

51）　Sommerは，　Ahh・王が親｝lattiの立場からS・川園の乱を鎮めようとして成功しなか

　　つたと見る。Gurneyらは，この翫を背後からそそのかしていたAhh・王が，｝玉atti黒出

　陣の報に接して俄かに海上に軍を引蓋二げたと見る：cf・　Sommer，　Ahh・一Url｛・・pP・315・319；

　GGGp．95。

52）　GGG　p．97；Coynelius，　RHA　62，　p．　iO．

53）　oP．　cit．，　P・242－Karte　7　et　P．243－1く：arte　8・

54）この地帯こそ，Gasga族がLuwl族の進1：llにもHethltc族の攻撃にも頑強な抵抗を示

　　して，その：文化の浸透を寄せ付けなかった根拠の趣であろうか。

55）　Laroche，　Gedenkschrift　P．　Krctschmer　嚢・PP．1－7；RI－IA　69，　P沿・57－94；Dict・cle

　la　L　louv．，王）P．136，139；cf．　etiam　A．　Iffeubeclc，］3espr．　tib．　A．　∫．　v・　NV三n〈’lekeiis，

　　ノ
　E七．p61asgiqucs，　Louvain　1960，　IF　LXVII，　p．20L

56）｝UWr§ζ一（く＊一sk→1ま，　slav．語派に顕著な所属の接尾辞一（Y）sk一と灘源であるかも知

　　　　　　　　　　　　　　　　　ソ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れない：cf・hlw・iterativum－ss一　：hcthrsk一，　gr．一σκ一；Laroche，　Dict・de　ia　L　lottv・，

　p．144；Frieclrich，　Ret1｝．　Elcmb．1（1960），　pp．75，191．王uw．一驚一：slav．一（Y）sk一の

　　この籍源解釈が正しければ，slav・一（Y）sk一は，　germ・譜派からの借用ではなく，受動分詞

　　のIUW・一m（i）r　slaV・一m（O）一とともに，古い形成法のIHW．とslaV．に残った一士とも

　考えらオ■よう。

57）cf・Heubcck・loc・cit・N・B・55）；燦本通夫，世界文化史火系（オリエンi・1），角ll；

　書藤1960，PP．97－98；批界の歴炎涯，筑摩三i！｝二半1960，　PP．149－51；薦挙欝典学研望乞ix，

　岩波書店1961，PP・3－6・

58）Cragus，　OlymPus，　Oll）ia，　Attaleiaの4市については，沿津都了「1∫か内陸都窺かの明記

　　がない，いずれにせよ，このうちOIynapus，　Olbia，　At：ta・leiaは，古い讃ではなく，後1．七

　　の楠民市であろう。

59）　この方面からは，土器類の出土が散発向勺に報ぜられているに温ぎない；A．G◎tze，　K1伽一

　　asien，1957，　pp．20，33－34．

一　a．2一


